
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

44,446,754平均値 62.9 60.0 62.3 61.7 66.1平均値 48.6 47.3 48.4 48.7 52.5

当該値 63.2 64.2 67.4 67.9 85.0

H28 H24 H25

当該値 28,860,549 29,563,573当該値 75.4 73.3 78.1 74.9 85.1

H26 H27 H28

２８年度の病院経営は患者数が減少し、極めて厳
しい状況となった。今後、高松市民病院が、地域
に必要な医療を継続して提供していくためには、
更なる医師確保により診療体制を強化し、新規患
者等の確保を図ることが経営改善の核となること
を十分に認識し、経営改善に努めたい。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

29,558,789 30,200,890 25,243,707

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 39,704,002 40,361,969 42,112,933 43,764,424

全体総括

平均値 24.4 24.3 24.2 25.3 25.2平均値 52.1 52.5 52.6 53.2 54.1

45,873 46,685 48,537 48,701

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 12,339 12,424 13,027 13,969 14,455

20.0当該値 65.1 63.8 70.1 77.6 82.4

平均値 50,749 51,813 53,447 54,464 55,265

当該値 19.2 19.6当該値 9,025 11,058 11,600 12,150 12,199当該値 43,970

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率、②機械備品減価償却
率はともに類似病院平均値を上回っているが、こ
れは類似病院に比べ施設設備等の老朽化が進んで
おり、更新が進んでいないためである。また経年
比較で数値が大きく増加したのは、減損会計を実
施したことにより、償却対象の有形固定資産の帳
簿価格を減額したことによるものである。
今後においては、３０年度９月に新病院へ移転す
ることとしており、施設設備だけでなく、医療機
器等についても大幅に更新することから、大きく
数値は改善するものと見込まれる。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

19.1 19.0

75.7 76.1

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

51.7 52.1 45.6 38.1 42.9 平均値96.7 95.4 93.6 91.8 91.6 平均値

37.9 34.8

平均値 102.1 100.4 99.7 98.8 98.5 平均値

153.2 181.6 277.5 当該値 53.8 51.281.8 76.2 71.2 当該値 78.7 79.8

76.4 76.0 76.1

当該値 101.3 100.6 96.1 90.7 86.3 当該値 89.5 88.2

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率、②医業収支比率、④病床利用
率、⑦職員給与費対医業収益比率が類似病院平均
値を大きく下回った（⑦については上回った）要
因として、内科医師不足や周辺医療機関の開院・
改築などの影響で患者数が減少し、収益が低下し
たことによるものである。今後は患者数の増加に
向けて、医師確保と、医師１人当たりの患者数を
増やすこと、いわゆる医師の労働生産性を向上さ
せることが課題である。

③累積欠損金比率が大幅に高くなった要因とし
て、資産の収益性の低下により減損会計を適用
し、多額の特別損失を計上したことによるもので
ある。今後は減損損失控除後の簿価に基づいた減
価償却を行うため、減価償却費が減少し、損益の
改善が見込まれる。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

45.9

197

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 急性期医療を担う中核病院として、地域医療機関
との連携を図りながら、良質な医療を提供するこ
とはもとより、公立病院として、救急医療や、が
ん治療など専門医療、実習生等の受入れによる人
材育成など、採算性等の面から民間医療機関では
困難な医療サービスの提供に努めている。

429,242 30,615 非該当 ７：１ 197 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 22 対象 ド 透 I 訓 ガ 救 臨 感 へ 地 輪 70 6 417

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 自治体職員 341

経営比較分析表（平成28年度決算）
香川県高松市　市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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④病床利用率(％)
【74.2】
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①経常収支比率(％)
【98.4】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）
香川県高松市　市民病院塩江分院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

87 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 7 - 訓 へ - - 87

72

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 塩江地域唯一の医療機関としての責任を果たすた
め、住み慣れた自宅で家族の負担を軽減しながら
安心して療養できるよう、「在宅療養支援病院」
として、医師、看護師が24時間・365日体制で患
者の在宅療養を支援している。また、訪問診療や
訪問看護を始め、歯科医師や理学療法士等、多職
種が地域に出向き、専門性を活かした活動の充実
のほか、交通手段を持たない地域住民のための患
者送迎バスの運行など、職員全員で地域を支える
「地域まるごと医療」を実践している。

429,242 3,621 第２種該当 ２５：１ - 72

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、類似病院平均値を上回っ
ており、黒字を達成しているものの、経年比較におい
ては少しづつ悪化しており、人口減少などの要因があ
げられる。
③累積欠損金比率については、Ｈ26年度に企業会計基
準の見直しに伴う退職給付引当金の一括計上により急
増したものの、徐々に減少してきており、経営の健全
化が進んでいると言える。
④病床利用率はやや低下してきているが、人口減少、
高齢化が進んでいる地域であることから、大きな改善
は困難と考えられる。
⑥外来患者１人１日当たり収益は類似病院平均を上
回っているものの、⑤入院患者１人１日当たり収益は
平均値より低くなっているため、入院患者の平均単価
を上げることが必要である。ただ、塩江分院は療養病
床のみであり、患者単価は急性期病院と比べて低いこ
とから、一般病床を含む類似病院平均値を上回ること
は困難である。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

72.8当該値 98.5 105.8 104.4 103.0 101.7 当該値 74.1 81.4

15,355 15,033

69.3 65.7

平均値 98.1 97.7 98.5 98.0 98.4 平均値

91.2 85.2 82.9 当該値 74.1 81.780.0 78.0 76.1 当該値 27.0 18.0

69.2 66.6 66.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

99.5 91.2 94.9 101.2 107.2 平均値83.2 82.5 79.7 79.6 77.9 平均値 68.6 67.4

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率及び②機械備品減価償
却率は、類似病院平均値より高くなっており、施
設設備の老朽化が進んでいることが分かる。類似
病院よりも施設設備の更新が進んでいない状況で
あるが、現在、３０年９月に開院するみんなの病
院の附属医療施設として、再整備を行うこととし
て検討を進めており、今後、適切な施設設備の更
新に努めたい。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

23,475 23,857

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,338 8,603 8,471 8,736 8,79724,371 24,882

22.1当該値 85.3 73.6 69.9 71.8 78.0

平均値 23,061

当該値 23.5 22.8当該値 8,588 9,238 9,935 9,455 9,40915,221 16,163 24.4 23.5当該値 15,311

全体総括

平均値 19.6 19.0 17.9 17.9 17.4平均値 64.7 65.0 67.5 67.5 69.5

H26 H27 H28

２８年度中に療養病棟入院基本料Ⅰ、在宅復帰機
能強化加算を取得する等、医療品質の向上にも努
めた。
今後においても、「地域まるごと医療」をスロー
ガンに、健全経営に努めるとともに、保険、医
療、福祉が一体となって地域包括ケアに貢献して
いきたい。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

13,214,080 13,264,322 13,318,989

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,688,486 34,462,126 34,878,088 36,094,355

当該値 68.5 69.6 71.3 72.8 74.3

H28 H24 H25

当該値 13,267,414 13,266,138当該値 76.3 77.0 80.3 82.6 86.6

36,941,419平均値 60.6 59.1 68.9 68.0 70.0平均値 43.0 43.9 52.4 52.6 54.2
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】


